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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装填済創傷被覆材層を含む創傷被覆材であって、
　前記装填済創傷被覆材層が、
　創傷に面する面および裏面を含む多孔質マトリクスと、
　前記マトリクス内に装填された抗菌放出添加剤の粉末装薬と、
を含み、
　前記粉末装薬が、少なくとも前記創傷に面する面からの距離が増大するにつれて量が低
減する、創傷被覆材。
【請求項２】
　前記マトリクスがポリマー発泡体を含む、請求項１に記載の創傷被覆材。
【請求項３】
　前記マトリクスが繊維マトリクスを含む、請求項１に記載の創傷被覆材。
【請求項４】
　前記マトリクスが親水性ポリマーを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の創傷被
覆材。
【請求項５】
　前記抗菌放出添加剤が、銀元素、銀塩、銀錯体、そのケージド形態、ヨウ素のケージド
形態およびそれらの組み合わせを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の創傷被覆材
。
【請求項６】
　前記抗菌放出添加剤が、スルファジアジン銀、銀ゼオライト、硫酸銀、炭酸銀、塩化銀
、硝酸銀、酸化銀、リン酸銀、クエン酸銀、酢酸銀、乳酸銀、カデキソマーヨウ素、およ
びそれらの組み合わせから成る群から選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の
創傷被覆材。
【請求項７】
　前記抗菌放出添加剤が、前記創傷に面する面において１．４ｍｇ／ｃｍ２～４ｍｇ／ｃ
ｍ２の量である、請求項１～６のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
【請求項８】
　前記装填済創傷被覆材層の下に創傷接触層をさらに含む、請求項１～７のいずれか一項
に記載の創傷被覆材。
【請求項９】
　前記装填済創傷被覆材層上にカバー層をさらに含む、請求項１～８のいずれか一項に記
載の創傷被覆材。
【請求項１０】
　カバー層を陰圧源に接続するように構成された流体コネクタをさらに含む、請求項１～
９のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
【請求項１１】
　前記装填済創傷被覆材層上に吸収層をさらに含む、請求項１～１０のいずれか一項に記
載の創傷被覆材。
【請求項１２】
　前記吸収層が超吸収性粒子を含む、請求項１１に記載の創傷被覆材。
【請求項１３】
　前記粉末装薬が、超吸収性ポリマーをさらに含む、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の創傷被覆材。
【請求項１４】
　抗菌放出添加剤の前記粉末装薬が、約１ミクロン＜Ｄ９０＜約３０ミクロン～Ｄ５０＜
約１０ミクロンの粒径を有する、請求項１～１３のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
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【請求項１５】
　前記粉末装薬が、ステアリン酸塩、粘土、シリカ、炭、黒鉛およびそれらの組み合わせ
から選択される流動剤をさらに含み、前記流動剤が前記抗菌放出添加剤未満の粒径である
、請求項１～１４のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
【請求項１６】
　前記マトリクスが複数のセルを含み、前記抗菌放出添加剤が、前記セル内に少なくとも
部分的に埋め込まれる、請求項１～１５のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３８９】
　本開示の範囲は、特定の実施形態の説明によって制限されることは意図されておらず、
請求項によって定義されてもよい。本特許請求の範囲の言い回しは、本特許請求の範囲で
用いられている言い回しに基づいて広い意味で解釈されるべきであり、本明細書で説明さ
れている例または本出願の手続きの間に説明される例に限定されるものではなく、それら
の例は非排他的なものとして解釈されるべきである。
［付記項１］
　創傷ケア材料である材料であって、
　創傷に面する面および裏面、または二つの創傷に面する面、およびそれらの間に、セル
ネットワーク表面を有するセルのネットワークおよびその中に細孔またはセル開口部のネ
ットワークを画定する構造マトリクスフレームワーク、を含む、可撓性の親水性ポリマー
発泡体または繊維マトリクスと、
　創傷被覆材添加剤またはその組み合わせを含む粉末装薬と、を含み、
　前記マトリクスが蛇行性細孔ネットワークを提供し、
　前記粉末装薬が、前記創傷に面する面または前記裏面に、および前記面の近位にあるセ
ルにおける前記セルネットワーク内に、より具体的には、前記ネットワーク内の深さが増
大するにつれて量が減少して含まれる、材料。
［付記項２］
　創傷被覆材添加剤またはその組み合わせが、前記または下記に定義されるいずれかの抗
菌種放出添加剤、および抗菌剤、細菌、静菌、耐火材、活性炭またはベントナイトなどの
臭気制御、タンパク質破壊または変性、吸い上げ、伝導、構造支持の、超吸収性ポリマー
（ＳＡＰ）などの吸収剤、ＰＵ発泡体黄変防止などの色またはカラーマスキング（蛍光染
料、酸化防止剤）から選択される創傷被覆材添加剤から選択される、付記項１に記載の材
料。
［付記項３］
　前記粉末装薬が、前記面の一つまたは両方に存在し、前記セルネットワーク内および前
記構造マトリクスフレームワーク内には存在しない、または付随的な量またはわずかな量
で存在する、付記項１または２に記載の材料。
［付記項４］
　該粉末装薬が、前記面の一つまたは両方、および前記面または前記複数の面の近位にあ
る前記セルネットワーク内に存在し、前記構造フレームワーク内には存在しない、または
付随的な量またはわずかな量で存在する、付記項１～３のいずれかに記載の材料。
［付記項５］
　前記粉末装薬が、前記面の両方、および一つの前記放出面の近位にある前記セルネット
ワーク内に存在し（非対称的に）、前記裏面および前記構造フレームワークの近位にある
セルネットワーク内には存在しない、または付随的な量で存在する、付記項１～２および
４のいずれかに記載の材料。
［付記項６］
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　前記粉末装薬が、非対称的に装填される、または前記マトリクス内の深さが増大するに
つれて量が減少して装填される、付記項１～２および４～５のいずれかに記載の材料。
［付記項７］
　前記粉末装薬が、前記放出面または前記放出面それぞれからの、前記面間の分離の５％
～５０％に、例えば、前記面または前記複数の面から内方に２～６の平均サイズのセルの
直径に延びる、付記項１～２および４～６のいずれかに記載の材料。
［付記項８］
　抗菌添加剤および超吸収性ポリマー（ＳＡＰ）を一緒に、または個々に含む、粉末装薬
または複数の粉末装薬を含む、付記項１～７のいずれかに記載の材料。
［付記項９］
　抗菌添加剤またはＳＡＰを付記項３に定義する創傷被覆材添加剤と共に含む、粉末装薬
または複数の粉末装薬を含み、複数の粉末装薬が、同一または異なる面に、および／また
はそれらの近位にあるセルネットワーク内に含まれる、付記項１～８のいずれかに記載の
材料。
［付記項１０］
　マトリクスが、前記構造マトリクスフレームワーク内のバックグラウンド含有量または
補足含有量に含浸された、同一または異なる添加剤を含み、前記バックグラウンド含有量
または補足含有量が、前記予め形成されたマトリクス内に含まれる、付記項１～９のいず
れかに記載の材料。
［付記項１１］
　一つ以上の粉末装薬保持流体透過性ネットと共に積層物として形成される、付記項１～
１０のいずれかに記載の材料。
［付記項１２］
　マトリクスまたはその一部が、ポリスチレン、スチレン系共重合体、ポリ塩化ビニル、
ポリビニルアルコール、ポリウレタン、フェノール重合体、シリコーン、ポリオレフィン
、ゴムおよびエラストマー熱可塑性ポリマーおよびそれらの組み合わせおよび共重合体な
どの、天然および合成ポリマー発泡体から選択される発泡体マトリクスを含む、付記項１
～１１のいずれかに記載の材料。
［付記項１３］
　マトリクスまたはその一部が、セルロース、アルギン酸、キチン、キトサン、レーヨン
およびビスコースなどのその官能誘導体、およびそれらの混合物の織布および不織布繊維
マトリクスから選択される繊維マトリクスを含む、付記項１～１２のいずれかに記載の材
料。
［付記項１４］
　抗菌原子種放出添加剤が、銀元素、銀塩、銀錯体およびそのケージ形態、およびそれら
の組み合わせから選択される、付記項１～１３のいずれかに記載の材料。
［付記項１５］
　抗菌原子種放出添加剤が、スルファジアジン銀、銀ゼオライト、硫酸銀、炭酸銀、塩化
銀、硝酸銀、酸化銀、リン酸銀、クエン酸銀、酢酸銀、乳酸銀およびそれらの組み合わせ
から選択される、付記項１～１４のいずれかに記載の材料。
［付記項１６］
　二原子種が、ヨウ素、例えばカデキソマーヨウ素などのケージドヨウ素を含む、付記項
１～１５のいずれかに記載の材料。
［付記項１７］
　超吸収性ポリマーが、ポリアクリル酸ナトリウム、架橋ＣＭＣまたはその他の吸収剤で
官能化された（カルボキシル化またはスルホン化によって）セルロース誘導体、架橋ポリ
エチレンオキシドおよびＰＶＡ共重合体から選択される、付記項１～１６のいずれかに記
載の材料。
［付記項１８］
　約１ミクロン＜Ｄ９０＜３０ミクロン～Ｄ５０＜１０ミクロンの粒径を有する添加剤を
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含む、付記項１～１７のいずれかに記載の材料。
［付記項１９］
　粉末装薬が、ステアリン酸塩、粘土、シリカ、炭または黒鉛およびそれらの組み合わせ
から選択され、添加剤粒径未満の粒径である流動剤を含む、付記項１～１８のいずれかに
記載の材料。
［付記項２０］
　前記マトリクス面に、および／または前記セルネットワーク内に、前記粉末装薬と共に
、前記粉末装薬の一部として、あるいは固体溶融または部分溶融として、付記項１８に定
義されるＰＥＧおよびＰＶＰおよび超吸収性ポリマーから選択される、透水性増量剤およ
び／または結合剤を含む、付記項１～１９のいずれかに記載の材料。
［付記項２１］
　マトリクス成分の複合材である材料であって、
　創傷面および裏面を提供する二つのマトリクス面、または二つの放出面、およびそれら
の間に、セルネットワーク表面を有するセルのネットワークおよびその中に細孔またはセ
ル開口部のネットワークを画定する構造マトリクスフレームワーク、を含む、可撓性の親
水性ポリマー発泡体または繊維マトリクスと、
　抗菌添加剤、創傷ケア添加剤および創傷被覆材添加剤から選択される添加剤を含む、添
加剤または粉末装薬成分と、を含み、前記材料または前記粉末装薬が追加的に流動剤およ
び／または増量剤および／または結合剤を含み、
　前記添加剤および前記流動剤および／または増量剤および／または結合剤が共に配置さ
れる、あるいは、前記粉末装薬成分が、一つの前記放出面または前記面の両方におよび／
または前記セルネットワーク内に共に配置されており、好ましくは、添加剤および／また
は流動剤が、溶融軟化され共に配置された増量剤および／または結合剤によって、前記面
または前記複数の面および前記セル内に部分的に埋め込まれて保持される、材料。
［付記項２２］
　付記項１～２１のいずれかに記載の材料を製造するための方法。
［付記項２３］
　放出面および裏面を提供する二つのマトリクス面、または二つの放出面、およびそれら
の間に、セルネットワーク表面を有するセルのネットワークおよびその中に細孔またはセ
ル開口部のネットワークを画定する構造マトリクスフレームワーク、を含む、可撓性の親
水性ポリマー発泡体または繊維マトリクス成分と、
　抗菌種放出添加剤を含む粉末装薬成分であって、種が一つ以上の抗菌原子種および一つ
以上の抗菌二原子種から選択される、粉末装薬成分と、含む材料を製造するための方法で
あって、
　前記方法が、前記マトリクス成分を提供することと、
　前記粉末装薬成分を提供することと、
　前記粉末装薬成分と前記マトリクス成分を接触させることと、を含み、
　前記接触させることが、前記粉末装薬を、一つの前記放出面または前記放出面の両方に
、および／または前記面または前記複数の面の近位にある前記セルネットワーク内に向け
ることを含む、方法。
［付記項２４］
　創傷に面する面および裏面、または二つの創傷に面する面、およびそれらの間に、セル
ネットワーク表面を有するセルのネットワークおよびその中に細孔またはセル開口部のネ
ットワークを画定する構造マトリクスフレームワーク、を含む、可撓性の親水性ポリマー
発泡体または繊維マトリクス成分と、
　創傷被覆材添加剤またはその組み合わせを含む粉末装薬成分であって、前記マトリクス
が蛇行性細孔ネットワークを提供する、粉末装薬成分と、を含む創傷ケア材料である材料
を製造するための方法であって、前記方法が、
　前記マトリクス成分を提供することと、
　前記粉末装薬成分を提供することと、
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　前記粉末装薬成分と前記マトリクス成分を接触させることと、
　前記創傷に面する面または前記裏面に、および前記面の近位にあるセルにおける前記セ
ルネットワーク内に、前記ネットワーク内の深さが増大するにつれて量を減少して、前記
粉末装薬を向けることと、を含む、方法。
［付記項２５］
　先行する、同時の、または以後のステップにおいて、マトリクスの、および／または前
記面における流体透過性積層ネットレイドアップの、および／または付記項１～２２のい
ずれかに定義する前記粉末装薬と共に提供される結合剤を溶融軟化し、それによって前記
マトリクス面に、および／または前記セルネットワーク内に前記粉末装薬を埋め込みまた
は結合することを含む、付記項２３または２４に記載の方法。
［付記項２６］
　前記マトリクス成分または中間表面を所望の配向、例えば、投与面に対して水平または
傾斜して上向きまたは下向きに提供することと、
　一つ以上のホッパー、キャニスタ、カセット、ノズルまたは放出バケットに前記粉末装
薬を提供することと、
　前記マトリクス面に直接的に、あるいは前記中間表面に間接的に前記粉末装薬を投与す
ることによって向け、その後、前記マトリクス面を任意のこうした中間表面と接触させる
ことと、を含み、投与することが、散粉、粉末散布、粉末噴霧、粉末噴射、または堆積か
ら選択される、付記項２３～２５のいずれかに記載の方法。
［付記項２７］
　先行するステップにおいて、添加剤粒径およびその必要な利用可能性に鑑みた、添加剤
および任意の流動剤、増量剤および／または結合剤、およびそれらのそれぞれの量の選択
を含む、該粉末装薬を調製することと、任意のブレンドまたは混合と組み合わせることと
、特許請求するように接触および向けるために、粉末装薬中に提供することと、を含み、
前記ステップが、追加的に、前記添加剤または前記粉末装薬を、ふるい分けまたは質量分
離を含む粒径選択プロセスまたは微粒化を含む粒径低減プロセスにかけることを含む、付
記項２３～２６のいずれかに記載の方法。
［付記項２８］
　一つの前記面に、および前記セルネットワーク内に向けることが、粉末装薬を直接的ま
たは間接的にそれに投与し、同時またはその後に並進移動力を印加して、それによってそ
の少なくとも一部を前記セルネットワーク内で並進移動させることを含む、付記項２３～
２７のいずれかに記載の方法。
［付記項２９］
　並進移動力が、ニードリングなどの、粉末装薬に直接的に印加される、あるいは、例え
ば、前記マトリクスをマングリングまたはローラリングし、それによって重力または吸引
などによる並進移動により粉末装薬を変位することによって、前記マトリクスを介して粉
末装薬に間接的に印加される物理力を含む、付記項２３～２８のいずれかに記載の方法。
［付記項３０］
　並進移動力が、前記粉末装薬を投与された、または投与される前記マトリクス全体に印
加され、前記粉末装薬を流動化する、あるいは、前記粉末装薬が流れなどの流体をとるよ
うに配置された場を含み、場が、交番静電場（ＡＣ電場）、音場、超音波場、エアローリ
ック（ａｅｒａｕｌｉｃ）場、空気場等から選択される、付記項２３～２９のいずれかに
記載の方法。
［付記項３１］
　それらのそれぞれの量および第二の利用可能な部分が前記セルネットワーク内に、およ
び／または前記裏面または第二の放出面に向けられる距離を操作するように、さらなるス
テップにおいて、それぞれの第一の利用可能性および第二の利用可能に対して、面におけ
る粉末装薬部分とセルネットワーク内の粉末装薬部分とを差別化することを含む、付記項
２３～３０のいずれかに記載の方法。
［付記項３２］
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　付記項２２～３１のいずれかに記載の方法によって取得される、または取得可能な材料
。
［付記項３３］
　部位に適用され、前記部位に提供された水性媒体との接触によって活性される装置であ
って、前記装置が、
　（ａ）部位接触表面または層および／または
　（ｂ）対向する非部位接触表面または層と共に、
　（ｃ）（ａ）および／または（ｂ）の間またはそれらと組み合わせて含まれる水性媒体
吸収層を含み、
　（ｃ）が、付記項１～２１または３２のいずれかに記載の材料を含む、装置。
［付記項３４］
　創傷滲出液などの、創傷部位に適用され、前記創傷部位における流体との接触によって
活性される、創傷被覆材またはその一部を含む装置であって、
　（ａ）創傷接触表面または層および／または
　（ｂ）対向する非創傷接触表面または層と共に、
　（ｃ）間またはそれらの一つとの組み合わせでそれらの間に含まれる一つ以上の任意の
流体吸収層を含み、
　（ｃ）が、付記項１～２４または３５のいずれかに記載の抗菌材料または創傷ケア材料
を含む、装置。
［付記項３５］
　層または表面（ａ）が接着剤または適合する非接着性で弾性の隙間を有するフィルムで
ある、付記項３３および３４のいずれかに記載の抗菌装置。
［付記項３６］
　層または表面（ｂ）が、前記部位における流体および空気調節を可能にし、抗菌バリア
を提供する、好ましくは適合する連続蒸気透過性ポリマーフィルムである、付記項３３～
３５のいずれかに記載の抗菌装置。
［付記項３７］
　層（ｂ）と層（ｃ）との間に含まれるマスキング層（ｂ’）、層（ｂ）と層（ｃ）との
間に含まれる超吸収層（ｂ’’）から選択される追加的な層を含む、付記項３３～３６の
いずれかに記載の抗菌装置。
［付記項３８］
　減菌、最終減菌および／または水分封止および／または微生物不透過性パッケージング
である、付記項１～２１および３２、または３３～３７のいずれかに記載の抗菌材料また
は装置。
［付記項３９］
　付記項３３～３８のいずれかに記載の装置を製造するための方法。
［付記項４０］
　部位を前記部位の健康に有害な微生物がないようにするまたはないように維持するため
に部位を治療する方法であって、前記部位を付記項１～２２および３２または３３～３８
のいずれかに記載の抗菌材料または装置に接触させ、それによって抗菌種を材料および／
または前記部位に放出することを可能にすることを含む、方法。
［付記項４１］
　付記項４０に記載の方法であって、創傷部位を治療し、それによって必要な期間のその
持続的な放出で、抗菌種を前記創傷部位に高濃度で高速に放出することを、可能にする、
方法。
［付記項４２］
　創傷部位を、付記項１～２２および３２または３３～３８のいずれかに記載の創傷ケア
材料または装置に接触させることを含む、創傷ケアのための方法。
［付記項４３］
　医療および歯科物品を含む物品の衛生および減菌および使用時減菌、ナプキン、おむつ
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、化粧品などのパーソナルケア品および物品の衛生および減菌、空気および水を含む食品
または流体、または食品調製または包装プラントなどのそれらの調製および生成ためのシ
ステム、換気システム、水管理システムの衛生および減菌、の創傷の管理から選択される
使用のためのものであり、特に、微生物感染を防止または防衛するためのこうした使用が
特に有益である、付記項１～２２および３２または３３～３８のいずれかに記載の材料ま
たは装置。
［付記項４４］
　創傷を治療する方法であって、
　装填された創傷被覆材層を含む創傷被覆材を前記創傷の中または上に置くことを含み、
前記装填された創傷被覆材層が、多孔質マトリクスおよび前記マトリクス内に装填された
抗菌放出添加剤の粉末装薬を含み、前記粉末装薬が、少なくとも前記多孔質マトリクスの
創傷に面した表面において濃縮されており、
　前記抗菌放出添加剤が、湿性または水性媒体との接触時に前記創傷被覆材から抗菌剤を
前記創傷に放出するために活性化される、方法。
［付記項４５］
　前記抗菌剤を一日より長く放出することをさらに含む、付記項４４に記載の方法。
［付記項４６］
　前記抗菌剤放出剤を一日当たり最大１．８ｍｇ／ｃｍ２の量で放出することをさらに含
む、付記項４４または４５に記載の方法。
［付記項４７］
　前記抗菌剤の少なくとも一部を前記創傷に向けて放出する前に、創傷滲出液を前記装填
された創傷被覆材層と接触させることをさらに含み、前記抗菌剤が、創傷滲出液と接触す
る際に創傷滲出液中に拡散するように構成される、付記項４４～４６のいずれかに記載の
方法。
［付記項４８］
　陰圧を前記創傷被覆材に印加することをさらに含む、付記項４４～４７のいずれかに記
載の方法。
［付記項４９］
　前記抗菌放出添加剤が、銀元素、銀塩、銀錯体、そのケージド形態、ヨウ素のケージド
形態、およびそれらの組み合わせから成る群から選択される、付記項４４～４８のいずれ
かに記載の方法。
［付記項５０］
　前記抗菌放出添加剤が、スルファジアジン銀、銀ゼオライト、炭酸銀、硫酸銀、塩化銀
、硝酸銀、酸化銀、リン酸銀、クエン酸銀、酢酸銀、乳酸銀、カデキソマーヨウ素、およ
びそれらの組み合わせから成る群から選択される、付記項４４～４９のいずれかに記載の
方法。
［付記項５１］
　前記抗菌剤が銀イオンを含む、付記項４４～４６のいずれかに記載の方法。
［付記項５２］
　前記抗菌剤がヨウ素を含む、付記項４４～４６のいずれかに記載の方法。
［付記項５３］
　抗菌添加剤の前記粉末装薬が超吸収性ポリマーをさらに含む、付記項４４～５２のいず
れかに記載の方法。
［付記項５４］
　抗菌放出添加剤の前記粉末装薬が、約１ミクロン＜Ｄ９０＜３０ミクロン～Ｄ５０＜１
０ミクロンの粒径を有する、付記項４４～５３のいずれかに記載の方法。
［付記項５５］
　抗菌添加剤の前記粉末装薬がさらに、ステアリン酸塩、粘土、シリカ、炭、黒鉛および
それらの組み合わせから成る群から選択される流動剤を含み、前記流動剤が前記抗菌放出
添加剤未満の粒径である、付記項４４～５４のいずれかに記載の方法。



(9) JP 2020-526331 A5 2021.8.19

［付記項５６］
　前記創傷被覆材が創傷滲出液を吸収する吸収層をさらに含む、付記項４４～５５のいず
れかに記載の方法。
［付記項５７］
　前記創傷被覆材が、前記装填された創傷被覆材層の下で前記創傷と接触して配置される
創傷接触層をさらに含む、付記項４４～５６のいずれかに記載の方法。
［付記項５８］
　創傷被覆材であって、
　創傷に面する面および裏面を含む多孔質マトリクスと、
　前記マトリクス内に装填された抗菌放出添加剤の粉末装薬と、を含む、装填された創傷
被覆材層を含み、前記粉末装薬が、少なくとも前記創傷に面する面からの距離が増大する
につれて量が低減する、創傷被覆材。
［付記項５９］
　前記マトリクスがポリマー発泡体を含む、付記項５８に記載の創傷被覆材。
［付記項６０］
　前記マトリクスが繊維マトリクスを含む、付記項５８に記載の創傷被覆材。
［付記項６１］
　前記マトリクスが親水性ポリマーを含む、付記項５８～６０のいずれか一項に記載の創
傷被覆材。
［付記項６２］
　前記抗菌放出添加剤が、銀元素、銀塩、銀錯体、そのケージド形態、ヨウ素のケージド
形態およびそれらの組み合わせを含む、付記項５８～６１のいずれか一項に記載の創傷被
覆材。
［付記項６３］
　前記抗菌放出添加剤が、スルファジアジン銀、銀ゼオライト、硫酸銀、炭酸銀、塩化銀
、硝酸銀、酸化銀、リン酸銀、クエン酸銀、酢酸銀、乳酸銀、カデキソマーヨウ素、およ
びそれらの組み合わせから成る群から選択される、付記項５８～６１のいずれか一項に記
載の創傷被覆材。
［付記項６４］
　前記抗菌放出添加剤が、前記創傷に面する面において１．４ｍｇ／ｃｍ２～４ｍｇ／ｃ
ｍ２の量である、付記項５８～６３のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
［付記項６５］
　前記装填された創傷被覆材層の下に創傷接触層をさらに含む、付記項５８～６４のいず
れか一項に記載の創傷被覆材。
［付記項６６］
　前記装填された創傷被覆材層上にカバー層をさらに含む、付記項５８～６５のいずれか
一項に記載の創傷被覆材。
［付記項６７］
　前記カバー層を陰圧源に接続するように構成された流体コネクタをさらに含む、付記項
５８～６６のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
［付記項６８］
　前記装填された創傷被覆材層上に吸収層をさらに含む、付記項５８～６７のいずれか一
項に記載の創傷被覆材。
［付記項６９］
　前記吸収層が超吸収性粒子を含む、付記項６８に記載の創傷被覆材。
［付記項７０］
　前記粉末装薬が、超吸収性ポリマーをさらに含む、付記項５８～６９のいずれか一項に
記載の創傷被覆材。
［付記項７１］
　抗菌放出添加剤の前記粉末装薬が、約１ミクロン＜Ｄ９０＜３０ミクロン～Ｄ５０＜１
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０ミクロンの粒径を有する、付記項５８～７０のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
［付記項７２］
　前記粉末装薬が、ステアリン酸塩、粘土、シリカ、炭、黒鉛およびそれらの組み合わせ
から選択される流動剤をさらに含み、前記流動剤が前記抗菌放出添加剤未満の粒径である
、付記項５８～７１のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
［付記項７３］
　前記マトリクスが複数のセルを含み、前記抗菌放出添加剤が、前記セル内に少なくとも
部分的に埋め込まれる、付記項５８～７２のいずれか一項に記載の創傷被覆材。


	header
	written-amendment

